
局 部 課

3 年度

9

10

目標値の設定根拠・算出方法

令和8年度

堺市農業振興ビジョン

実施根拠

51事業開始年度

寄与

する

KPI 無 現状値

事業の実施主体 本庁

昭和 令和点検対象年度（堺市基本計画2030）

Ⅱ．事業目的の達成状況
事業の成果や活動実績の測定

11

実績 目標 目標

市内で採れた食材を食べていると答え

た人の割合（概ね6か月以内）
％

令和6年度 令和7年度

目標値の設定根拠・算出方法 地産地消の推進として堺市基本計画2030のKPIが定められているため

当該指標を選定した理由

114%

令和12年度 

当該指標を選定した理由

堺市農業祭来場者数

堺市基本計画2030のKPI

実績値 59.6

有・無

有・無 指標名

関連計画

人

目標値

事業の概要

―

年度

―

―

12

ゴール ゴール⑵飢餓をゼロに ターゲット

Ⅰ．基本情報
事業の位置付け

1

堺市基本

計画2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ②持続可能な農業振興

2

寄与

する

KPI

有・無

公民連携・協働事業 ―

堺市SDGs

未来都市計

画

2021-2025

有

施策

との

関連

指標名

―

有 取組 地産地消の推進

2.3,2.4

令和8年度　事務事業評価シート（1）

[ 令和7年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

事務事業名 都市農業交流事業 事業番号 015-040

担当部署名 産業振興局 農政部 農水産課

―

施策4.人や企業を惹きつける都市魅力 ～Attractive～ ⑺次世代につなげる農業の促進

無 現状値 ― 目標値

5

農業者、市民(令和7年4月1日付推計人口）
対象数 単位

804,163

8

事業内容

・ 農業祭では、堺産農産物即売会など、農業者や関係団体が出展する他、農産物品評会を開催し、生産技術及び経営の向

上と堺産農産物のPRにより認知度の向上を図る。

・市民農園の新規開設に必要な経費のうち、給排水設備、小農具、農具倉庫、ベンチ、看板、土壌改良、フェンス、門扉、進入

路整備、植栽の整備等に係る経費の2分の1以内を補助する。ただし、補助金額の上限は90万円。

・フォレストガーデンは市民が身近な自然に親しみ、農林業体験を通して健康で活動的なレクリエーションを行う場を提供する。

・農業公園（ハーベストの丘）を整備し、交流施設では農産物の直売により農業振興及び地産地消を推進、加工体験施設で

は体験教室等を通じて市民が農に触れる場を提供することにより都市農業の振興を図る。

※国・府の基準より上回って実施

した内容
―

事業の目的
新鮮で安全・安心な堺産の農産物の販売等により、地元農産物への関心と農業への理解を深め、農地の遊休化を防止し、都

市農業と市民のふれあいを推進することを目的とする。

4

6 事業の対象

主な支出先 堺市農業祭運営協議会

55 60 65目標値 52.5

点検対象年度（堺市基本計画2030）

7

58.4

106%

令和6年度 令和7年度 令和8年度

98% 104%

54,000

成果指標 単位

達成率

堺市農業祭への来場者に堺産農産物のPRを行うことで認知度の向上につながるため

達成率

人

過去5回中（H30～R6）の最高値（H30）を上回るように設定

12

活動指標 単位
実績 目標

目標値 50,000 52,000 52,000

実績値 49,000



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

■ 高い

□ 低い

■ 高い

□ 低い

20

① 469,631

令和6年度

令和3年度からの実績等を踏まえた事業の必要性・有効性に係る所見（前年度の事務事業評価で点検対象年度を令和7年度とした事業のみ記載）

算出についての説明等

有

効

性

必

要

性

0 0

市債

9,837

受益者負担金(使用料、手数料等）　

57,700

37,967 119,151 177,747 149,797

0

財

源

内

訳

国支出金 0 0 0

事業費  (a)

単位当たり経費

17

332③

人

委託料

0

259

予算 455 455

区　　分

修繕料
R7 決算 1,739 1,644

その他備品購入費

堺市農業祭は来場者数がコロナ明けから年々増加傾向にあり、イベントを通じて多くの住民に堺市内で生産された農産物（堺のめぐみ）を販

売・紹介することで農業や食の大切さを学べる場となっており、ハーベストの丘やフォレストガーデンといった都市住民が身近に農業文化や自然とふ

れあえる場を提供することは都市農業への関心を高めることに必要であり、地産地消への理解を深めるのに有効な事業である。

うち

一般財源
事業費年度項　　　目

うち

一般財源
事業費

千円

R8 予算

予算

Ⅳ．事業の効率性

市内で採れた食材を食べている市民（概算）

費用対効果に係る所見

Ⅴ．評価

・堺市農業祭は平成23年度から農業に関連する内容を中心とした催しに見直しており、堺の農業への理解を深めてもらうための良い機会となっているが、基本計

画のKPI達成に向けて、より多くの市民に堺産農産物を知ってもらい、継続的に消費いただけるような動機付けとなるよう事業内容を関係機関と連携し検討す

る。

・フォレストガーデンは市民が身近な自然に親しんだり、市民菜園を通じて健康で活動的な生活を送ることで心身の健康増進に寄与する。また、幅広い年齢層の

利用促進や里山エリアの再生と活性化により新たな市民の参画を図り、広く農作業の楽しみや苦労を知ってもらうことで、農業の理解に寄与した。

124,821

都市農業交流事業 事業番号 015-040

項　　　目
令和5年度

決算 当初予算 決算決算

事務事業名

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

一般財源

0

基金等 6,826 9,689 18,957

8,300

2,700

決算 8,300

市民農園開設事業補助金

堺市農業祭負担金

事業費の内訳

13

令和6年度 令和7年度

その他

府支出金　 0

16

事

業

費

内

訳

項　　　目

4,400

0

48,146 33,351R8 予算

R8 予算 1 R8

31,486

R8

予算 2,700

フォレストガーデン関連工事

R8 64,891

R7

7,300 R8

63,000

62,241
ハーベストの丘関連工事

R7

予算 8,300

3,728

26,791

R8 予算

決算

2,245
その他（消耗品等）

R7

4,001

R7

年間経費 (ｃ)=(ａ)+(ｂ) 43,637 124,821 183,627

101,423 83,697

人件費  （ｂ）

27,325

6,090

237,906155,677

（単位：千円）

74,238

5,880

193,887

8,022

5,670 5,670

3,816

予算

481,809

R7 決算

R8 予算

10,389

5,880

36,800 36,800

年度

R7 決算 7,721

3,639

3,728R8

R7 決算 0 0 R7 決算

69,200

5,893

決算

44,661

64,891

18,10033,762

ハーベストの丘羊舎付属棟改築工事

決算

18,700

155,677

R7
土地借上料

令和7年度

単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

②

決算

18

・第50回堺市農業祭では、特別企画としてシルバニアファミリー関連コーナーを設け、わくわくステージショーの実施やフォトスポットの展示、シルバニアファミリーくじ、

キッチンカーによる販売を行った。また、最新の農業機械の展示や田植え機の自動運転デモンストレーションを実施し、堺市の農業に対する市民の関心を高めた。

・フォレストガーデン内の市民菜園において休憩所の屋根や椅子の改修により適度な日影ができ、快適に利用することができるようになった。また、備品としてウッド

チッパーを備えることでフォレストガーデン内の伐採した樹木や竹などを廃棄するだけでなく、市民菜園の利用者に肥料として配布したり、廃材の活用方法をワーク

ショップにて実演をかねて説明することで里山の緑地保全に関する啓発につなげている。

上記①にかかる年間経費

単位

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

0

令和8年度

231,816

当初予算

令和8年度　事務事業評価シート（2）

167 167

554

8,840

3,171 1,191

0

451 0

15,800


